



































































































ADO1．1．166 AYL　3．421 TN　1．5．39 TRO　1．2．224 H54．8．12











MV　2．2．68 MV　2．2．68 AWW4．3．184 MM　2．1．88 TRO　1．2．206









MM　2．1．88 MM　5．1，330 AYL　3．3．23 AYL　3．4．21 AWW4．3．184




















TMP　1．1．13 TGV．2．1．17 TRO　L2．210 TRO　1．2．252 TRO　2．3．144







































































WIV　1．4．46 WIV　2．2．268 LLL　3．1．25 SHR　5．1．133 H85．3，28
















WIV　2．1．172 AWW　2．5．51 AWW　5，3．255 ADO　5．4．77 ROM　1．1．4
























































































































































































































LR　4．3．9 TGV　4．4，36 MM　5．1．288 LLL　1．1．284 LLL　4．2．150
LLL　4．2．150 AYL　3．2．222 AYL　3．2．222 AYL　3．2．222 AYL　3。2．222
































































































































































































3 0 0 0 0 0
7a。　D／A／s／c；0
7b．　D／A／s／f：1　　AQ．0，　AdQ．1，　ND．0，　NL　O，　NQ．0，0Q，0
　　Total　　1
8．D／A／do：1　　AQ．0，　AdQ．0，　ND。0，　NI．0，　NQ．0，0Q。1
　以上のように2人称単tw　thouが主語となるdostの場合、1）軸とするdoタ
イプの前に発生するdo／sタイプの割合は4：1とsタイプのほうが多い。2）同様
に軸とするdoタイプの後に発生するdo／sタイプの割合は6：1とsタイプのほ
うが多い。その他については用例数が少なく、何ともいえない。
7．3．　」Does
　la．　S／B／s／s：O
　lb．　S／B／s／c：1　AQ，0，　AdQ．0，
　lc．SBsf：0
ND．1，　NL　O，　NQ．0，0Q．0
　　Total　　1
2．SBdo：　2　AQ．1，　AdQ．　O　ND．1，　NL　O，　NQ．0，0Q．0
Tota1　　2
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3a．　S／A／s／c：3　AQ．1，　AdQ．1，　ND．0，　NI．0，　NQ．0，0Q．1
3b．SAsf：
　　Tota1　　3
4．SAdo：　1　AQ．0，　AdQ．　O　ND．1，　NI．0，　NQ．0，0Q．0
　　Total　　1
5a．1）／B／s／c：1　AQ．0，　AdQ．0，　ND．1，　NI．0，　NQ．0，0Q．0
5b．1）／B／s／f：0
　　Tota1　　1
6．DBdo：1　AQ．　O，　AdQ．1，　ND．0，　NI．0，　NQ．0，0Q．0
7a．　D／A／s／c：0
7b．　D　A　s　f：l　AQ．　O，　AdQ．0，　ND．1，　NI．　O，　NQ．0，0Q．0
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以上のようにdoesについては全体の用例数が少なく明確なことは何もいえ
ない。
7．4．　Doth
　la．　S／B／s／s：　2
　1b．　S／B／s／c：0
　1c．　S／B／s／f：1
AQ．0，　AdQ．1，　ND．0，　NL　O，　NQ。0，0Q．1
AQ．0，　AdQ．0，　ND．1，　NI．0，　NQ．　o，　OQ．0
　　Total　　3　　　　　　　　1　　　1　　　　　　　　　　　　1
2．SBdo：　2　AQ．2，　AdQ．0，　ND．0，　NL　O，　NQ．0，0Q．0
3a．　S／A／s／c：3　AQ．0，　AdQ．3，　ND．0，　NI．　O，　NQ．0，0Q．0
3b．　S　A　s　f：2　AQ．0，　AdQ，　O，　ND，2，　NI．0，　NQ．0，0Q．1
　　Total　　5　　　　　　　　　3　　　　2　　　　　　　　　　　　1
4．SAdo：　3　AQ．0，　AdQ．0，　ND．1，　NI．0，　NQ．1，0Q．0，　AD．1，
5a．　D／B／s／c：1　AQ．0，　AdQ．1，　ND．0，　NI，0，　NQ．0，0Q．0
5b．　D／B／s／f：1　AQ．1
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7a．　D／A／s／c：2　AQ．1，　AdQ．0，　ND，1，　NI．0，　NQ．0，0Q．0
7b．DAsf：0
　　Total　　2
8．D／A／do：3　AQ．2，　AdQ．0，　ND．1，　NI．0，　NQ．0，0Q．0
以上のように、dothについては1）同一人物の場合、軸となるdoタイプの
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前ではdoタイプよりもsタイプのほうが若干ではあるが多く（3：2）、2）軸と
なるdoタイプの後では、同一人物の場合、　s／doタイプの発生する割合は5：3
（do37．5％）に対し、他の登場人物の場合、2：3（do60．0％）と、　sタイプよ
りdoタイプの方が若干多い（2：3）という逆転現象が見られる。しかしこの
場合もdoes同様、用例数が少なく断定は難しい。
7．5．Did
　la．　S／B／s／s：　0
　1b．　S／B／s／c：14　AQ．1，　AdQ．4，
　lc．　S／B／s／f：　0
　Total　　14
2．S／B／do：　O　AQ．0，　AdQ．0，
3a．　S／A／s／c：1　AQ，1，　AdQ．0，
3b．SAsf：2　AQ．1，　AdQ．0，
ND．1，　NL　3，　NQ．0，0Q．5
ND．0，　NI．0，　NQ．1，0Q．　O
ND．0，　NI．0，　NQ．0，0Q．　O
ND．0，　NI．0，　NQ．0，0Q．1
　Total　　3
4．SAdo：　5　AQ．3，　AdQ．1，　ND．　O，　NI．　O，　NQ．1，0Q．0
5a．　D／B／s／c：5　AQ。2，　AdQ．0，　ND．0，　NI．0，　NQ　O，　OQ。2，　TagQ．1
5b．DBsf：0
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7a．　D／A／s／c：5　AQ．0，　AdQ．0，　ND．4，　NI．　O，　NQ．1，0Q．0
7b．　D／A／s　f：2　AQ．1，　AdQ．0，　ND．0，　NI．　O，　NQ．0，0Q．1
　Total　　7
8．D／A／do：2　AQ．1，　AdQ．0，　AD．1，　ND．0，　NL　O，　NQ．0，0Q．0
　以上のように、1）同一人物によるdo／sの割合は、軸のdoタイプの前では
14：0と圧倒的にsタイプが多く発生しており、他の登場人物の場合も同様のこ
とがいえる。2）軸のdoタイプの後では、同一人物の場合、　do／sの割合は5：3
（62，5％）、他の登場人物の場合、2：7（22．2％）という結果が出た。
7．6．Didst
　la．　S／B／s／s：0
　1b．　S／B／s／c：1　AQ．　O，　AdQ．0，
　1c．SBsf：0
ND．　O，　NL　O，　NQ。1，0Q．0
Tota1 1
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2．　S／Bdo：　0
3a．　S／A／s／c：3　AQ．3，　AdQ．0，　ND．　o，　NI．0，　NQ．0，0Q．0
3b．　S／A／s／f：1　AQ．0，　AdQ．0，　ND．1，　NI．0，　NQ．0，0Q．0
　Total　　4
4．S／A／do：　1　AQ．　O，　AdQ．0，　ND．1，　NI．0，　NQ．0，0Q．0
5a．　D／B／s／c：2　AQ．0，　AdQ．0，　ND．1，　NI．　o，　NQ．0，0Q．1
5b．DBsf：0
　Total　　2
6．D／B／do：0
7a．　D／A／s／c：1　AQ．0，　AdQ．0，　ND．1，　NI．0，　NQ．0，0Q．0
7b．DAs／f：0
8．D／A／do：0
以上、7．1．から7．6．まで個々のdoの観察から包括的に結論づけられる
ことは、次のとおりである。
　1）1）oからdidstに至るまで、　doesを除けば全てS／B／s（同一の登場人
　　物が、軸となるdoタイプの疑問文の前でsタイプを使用している場合）
　　　の方がS／B／do（同一人物が、軸となるdoタイプの疑問文の前にdo
　　　タイプを使用している場合）より多く発生している。
　2）S／B／s（同一人物が、軸となるdoタイプの疑問文の前でsタイプを使
　　用している場合）とD／B／s（他の登場人物が、軸となるdoタイプの
　　疑問文の前でsタイプを使用している場合）の割合を比較するならば、
　　doの場合22：14、　dostの場合4：3、　doesの場合1：1、　dothの場合3：2、
　　didの場合14：5、　didstの場合1：2と、　does，　didstの2者を除けば全体と
　　　してはS／B／sがD／B／sを上回る発生率である。
　3）同一人物により、軸とするdoタイプに後続して起るdo／sタイプの割
　　合についてはdoの場合8：22（26．7％）、　dostの場合1：6（14．3％）、　does
　　　の場合1：3（25．0％）、doth　±a合3：5（37．5％）、　didの場合5：3（62．5％）、
　　didstの場合1：4（20．0％）［平均31．0％］であるのに対し、他の登場人
　　物により、軸とするdoタイプに後続して起るdo／sタイプの割合につ
　　　いては、doの場合9：17（34．6％）、　dostの場合1：1（50．0％）、　doesの場
　　合0：1、dothの場合3：2（60．0％）、　didの場合2：7（22．2％）、　didstの場
　　合0：1［平均27．8％］となった。平均値では、他の登場人物より同一人
　　物により、軸とするdoタイプの後に起るdoタイプの割合が高くなっ
　　　ているが、個々の例を見るならば、do，　dost．　dothの場合、他の登場人
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　　　物により、軸とするdoタイプの後に起るdoタイプの割合の方が高い。
　最後にこれらの事柄から推察されることは、今回軸としたdoタイプの疑問
文が起こり易い（すなわちdoを誘発しやすい？）環境としてdoタイプの前
にsタイプがあること、また軸としたdoタイプの疑問文の後で、特に他の登
場人物の場合、doタイプの文が起こり易いのではないかということである。
しかし注意するべきは、用例数が必ずしも十分とはいえず、軸とする文を疑問
文に絞った点で観察が不十分である。したがって、軸とする文を疑問文以外に
設定した場合、どのような結果が出るかについても考慮する必要があると思わ
れるが、これについては今後の課題としたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ふるしょう　まこと、本学助教授）
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